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第Ⅳ部門    道路・公共空間を活用した地区の魅力づくりが賑わいと来街者の回遊行動に与える影響に関する分析 

－ 守口さんぽを対象に － 
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1．．背背景景・・目目的的 
現在人口減少や高齢化が進み、地域活力の低下が懸念され

る中、都市の魅力を向上させ、まちなかに賑わいを創出する

ことが多くの都市に共通して求められている。このため、都

市の持続可能性といった観点から、「居心地が良く歩きたくな

るまちなかづくり」が推進されている 1)。ウォーカブルなま

ちづくりはその理念を具現化するものであり、市町村レベル

で、地域の特色を生かして回遊性向上を目指した社会実験な

どが実施されている 2)。 
賑わいと回遊性についての研究はこれまでも行われてきて

いるが、エリアマネジメントにより、郊外都市における道

路・公共空間を活用することで創出される賑わいと回遊性に

ついては、十分な研究蓄積があるとは言えない。 
そこで本研究では、郊外都市における道路・公共空間を使

用した社会実験において生じる賑わい・回遊行動について把

握する指標を提案し、賑わいと回遊の関係を示すことを目的

とする。本研究では大阪府守口市で実施されている社会実験

「守口さんぽ」を対象に調査を行った。 
 
2．．賑賑わわいいとと回回遊遊行行動動にに関関すするる指指標標 
本研究では「守口さんぽ」に関する賑わいを「滞在人数」、

回遊行動を「消費を伴う歩きまわり」と定義してそれらの関係

性について把握する。 
2.1賑わい指数 
守口さんぽ開催時の平均滞在者数と平常時の平均滞在者数

の差分を、社会実験の効果と定義し、その値を本研究では “賑

わい指数”と呼ぶ。 
2.2回遊指数 
本研究では川津 3) の定義にしたがって、回遊行動は、回遊時

間、利用店舗数、使用金額の3つの変数で説明できるとする。

ここでの回遊時間は、道路上で歩いている時間のことである。

本研究では、3 つの変数ついてロバスト z スコア*1を算出し、

その総和を“回遊指数”と呼ぶ。ただし、回遊時間・利用店舗

数・使用金額のいずれかが 0 であれば回遊は創出されていな

いと判断し、除外する。 
 
3．．調調査査概概要要 
3.1対象地域 
守口さんぽは大阪府守口市の京阪守口市駅前において賑わ

い創出・回遊性向上を目的に実施されている社会実験であ

る。2023年度の守口さんぽは11月24日(金)から26日(日)ま
での3日間、対象エリアは京阪守口市駅北側エリアであり、 
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駅前広場やシャッター街となった旧商店街、空き地が利用さ

れて開催された。本研究では図－1に示すArea AとArea Bを

対象とする。Area Aは主に飲食店が立ち並び、①キッチンカ

ースポット、②飲食スポット、③軽食スポット、④古着スポ

ットにより構成されていた。Area Bでは⑤マーケットスポッ

ト、⑥公園スポットにより構成され、守口さんぽ内で計6ス
ポット創設された。 
3.2滞在人数調査 
賑わい指数算出のため、対象地域で滞在人数調査を行った。

30 分間隔で滞在人数を動画撮影により把握した。調査は守口

さんぽ開催の3日間と平常時の平日(11月28日)、休日(12月2
日)の計 5 日間で行った。撮影の際、参加客のプライバシーに

配慮し足元を撮影した。そして、30 分ごとの滞在者数を 1 時

間あたりに平均化し、各スポット 1 時間当たりの平均滞在者

数を算出した。ただし、11 時台に関しては、11 時から社会実

験が開始されたので、11時30分の滞在人数を1時間当たりの

平均滞在者数とした。 
3.3回遊行動調査 
回遊指数算出のため、対象地域で回遊行動調査として、帰

り方向の参加者に対してアンケート調査を行った。 調査項

目、アンケート調査票を回収した合計回答数、回遊指数が算

出できた有効回答数を表－1に示す。 

 
図－1 守口さんぽ対象エリア 
表－1 アンケート調査概要 

 
 

調査項目 
性別、年代、居住地、同伴者、訪れた店舗 
各店舗の滞在時間、各店舗で使用した金額 
滞在時間、休憩時間、回遊ルート 

合計回答数 167 

有効回答数 51 
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4．．回回遊遊指指数数にに影影響響をを与与ええるる要要因因とと賑賑わわいい指指数数ととのの関関係係 
まず、第2章で定義した賑わい指数と回遊指数を、第3章で

示した調査により取得したデータを用いて算出した。ここでは、

アンケート調査結果を用いて回遊指数に与える要因について

示した後、回遊指数と賑わい指数との関連を示す。 
4.1回遊指数に影響を与える要因  
(1) 同伴者タイプ 
図－2 に示すとおり、全来街者について回遊指数を算出し、

回遊指数の高い上位 50％をみたところ、家族（子どもなし）、

家族（子どもあり）、友人、同伴者なしの順に高くなった。 
(2) 各スポットと店舗タイプ 
来街者は、複数のスポットや店舗を訪問する傾向がある。こ

こでは、各スポットや各店舗における回遊指数の特徴を見るた

め、一度でも当該のスポットや店舗を訪問した来街者の回遊指

数を集計した。図－3に示すとおり、Area A の①から④のスポ

ットとArea B の⑤、⑥のスポットを比較すると、①から④の

回遊性が高い傾向にあることがわかった。一方で、図－4に示

すとおり、店舗タイプ別にみると、回遊指数に違いが見られな

かった。よって、店舗タイプの集積の仕方により回遊指数が変

化することが推測される。 
4.2賑わい指数と回遊指数の関係 
図－5 に示すとおり、6 つのスポットで創出された賑わい指

数と回遊指数の相関係数は、-0.939(p<0.05)の強い負の相関があ

ることがわかった。 
 
5. 総総括括  
本研究では「守口さんぽ」を対象に、道路・公共空間を利

用した地区の魅力づくりがもたらす賑わい・回遊行動につい

て分析を行った。 
回遊指数に影響を与える要因として同伴者のタイプ、店舗

タイプの集積の仕方が挙げられた。同伴者がいるほうが、回

遊指数が高い傾向にあり、店舗タイプ別にみると回遊指数に

差がないが、店舗タイプの集積の仕方が異なるスポット別に

みると、回遊指数に影響を及ぼすことがわかった。また、賑

わい指数と回遊指数の間には強い負の相関が存在することが

わかった。 
守口さんぽでは、賑わい指数が高く回遊指数が低いスポッ

トは、⑤マーケットスポット、⑥公園スポット、②飲食スポ

ットであった。賑わい指数と回遊指数両者のバランスがとれ

ているのは、①キッチンカースポットであった。賑わい指数

が低く、回遊指数が高いのは、④古着スポット、③軽食スポ

ットであった。 
以上から、賑わいと回遊行動の両面からアプローチすること

で、地域の魅力をコントロールできる可能性が示されたと考え

る。今後の課題として、開催エリアとその周辺の既存店舗と道

路・公共空間を活用した魅力づくりが創出する賑わい・回遊行

動との関係ついて明らかにし、対象地域における賑わい・回遊

性を最大限創出する地区の魅力づくりを考案するシミュレー

ションモデルを構築することが挙げられる。 

 
図－2 同伴者タイプ別にみた回遊指数 

 
図－3 スポット別にみた回遊指数 

 
図－4 店舗タイプ別にみた回遊指数 

 
図－5 賑わい指数と回遊指数の相関関係 

 
【注釈】 
*1 ロバストzスコアは非正規分布を標準化する手法であり、以下の式で定義される。 

ロバストzスコア = (�����)��
�.����

(Xi：測定値、Xm：中央値、QD：四分位偏差) 
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